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1 道の駅基本計画策定の目的 
 

目的を記載 
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2 道の駅整備に関する前提条件の整理 

2.1 国道 19 号瑞浪恵那道路の概要 

国道 19 号は、名古屋市を起点とし、岐阜県東部（東濃

地方）を通過して長野市に至る、延長約 270 ㎞の幹線道

路です。 

道の駅の計画にあたって隣接することを予定している

国道 19 号瑞浪恵那道路は、瑞浪市と恵那市を結ぶ延長約

12.5 ㎞の区間で、渋滞・事故等の解消や、リニア中央新幹

線の開業時（令和 9 年（2027 年）予定）の地域振興に寄

与するもので、平成 30 年（2018 年）4 月に全区間事業化

されています。 

 
出典：国土交通省 中部地方整備局 多治見砂防国道事務所 

 

※ここで、瑞浪市の道の駅が担う役割として『上下分離型（下り配置）』の考え方を示す 
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3 道の駅のコンセプト 

基本構想では、道の駅コンセプトを次のように定めています。 

3.1 道の駅整備の基本方針 

道の駅の基本構想策定に向けて、以下の３つの基本方針を掲げます。 
 

 

⇒地域活性化の拠点として、釜戸地区及び瑞浪市のまちづくりの観点から、どのような道の駅が

良いのかを考えるだけでなく、めざすまちの姿の実現に寄与する道の駅とします。 

 

 

 

⇒瑞浪市の道路利用者の玄関口として、新たに整備する国道 19 号瑞浪恵那道路の利用

者がふと立ち寄るだけでなく、日常的に地元の人たちが利用し、また、遠方からも目的地とし

て訪れていただけるような道の駅とします。 

 

 

 

⇒ 開駅までの時間を、段階的な施設整備期間と位置づけ、地域ニーズに応じた柔軟な対応

ができるよう、検討段階から開設・運営に至るプロセスを地域と共有し、積極的に関わること

のできる道の駅とします。 
 

3.2 道の駅のコンセプト 

上記の基本方針を踏まえ、道の駅のコンセプトを以下のように設定します。 

 
 

 
 

 

 

  

〇未来のまちづくりに向けた 「釜戸地区の「暮らしの拠点」の一翼を担う道の駅｣ 

〇集客力を高める ｢立ち寄り目的となる道の駅｣ 

〇柔軟に仕掛けが更新できる ｢地域主体の道の駅｣ 
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4 道の駅の導入機能 

4.1 道の駅への導入機能 

 

〇道路利用者への快適なサービス提供を前提としながら、道の駅に導入すべき機能を以下のよ

うに整理しました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

道の駅お茶の京都 みなみやましろ村(京都府) 

防災倉庫(瑞浪市) 
なぎさのテラス(滋賀県) 

清流平和公園(岐阜県) 

釜戸地区の 
住民の暮らしを支える 

■日常の買い物や交通利便性の確保 
よろずや（日用品やサービス等が手に入る小

売店、コンビニエンスストア）、交通拠点 

■災害時の安全性の確保 
避難施設、備蓄倉庫 

■多様な楽しみ方の創出（暮らしの質を高める） 
子どもが安心して遊べる芝生広場、多様な飲

食店 

暮 

釜戸地区から 
賑わいを創りだす 

■既存資源の活用 
自然に囲まれた広場、上平用水や佐々良木川を

活かした水辺空間の創出、きなぁた瑞浪や周辺

飲食施設等との連携した食材や料理等を楽し

めるグランピング施設 

■釜戸地区の個性の発揮 
釜戸の特産品の開発、特産品を活用した地域物

産店（地域の商品を販売、クラフトビール、ジ

ェラートなど）、農業等と連動した体験プログ

ラム、地元の祭りとの連携、イベント等による

新たな個性の創出 

■釜戸地区住民と来訪者の交流促進 
カフェ等のテント等の屋台風の飲食空間、交流

拠点づくり（広場、イベントスペース等）、音

楽やアート等多様なイベントの実施 

賑 
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4.2 導入機能の規模 

〇道路利用者が道の駅に立寄ることで、新たな需要が生まれるため、これまで地域内で商圏を

成立させることが難しかった機能を道の駅に導入できる可能性があります。 

〇道路利用者と地域住民の双方の利用を想定した場合の施設規模は以下のとおりです。 

表．導入機能一覧表（1/2） 

導入機能の

基本方針 
導入機能 導入機能の整備イメージ 

規模（㎡）※1 
備考 

屋内 屋外 

釜
戸
地
区
の
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る 

日
常
の
買
い
物
や
交
通
利
便
性
の
確
保 

よろずや 

・地域住民等の日用品や食材等が購入でき、道路

利用者が立寄りで利用できる売店を整備する。 

・平日利用者の軽食を提供できるイートインスペ

ースを整備する。 

・仕入れの多様性や地元ヒット商品の全国展開等

を図るためのコンビニエンスストアの導入を検

討する。 

200 - 

地元組

織によ

る経営

を検討 

トイレ 

・道路利用者が利用するトイレは 24 時間利用可

能として、男子・女子・多機能トイレ及び授乳

室等を整備する。 

・地域振興施設利用者が利用するトイレは、施設

の利用形態に応じた施設を別途又は一体的に整

備する。 

150～ 

300 
-  

情報施

設、休憩

所 

・道路利用者の情報施設等は２４時間利用可能な

施設とする。 

・道の駅の必須機能である道路情報や地域情報を

提供できる情報施設及び地元の陶芸をお洒落に

展示したカフェとしても利用できる休憩スペー

スを整備する。 

・なお、受付カウンターを設置し、グランピング

施設の受付を行うとともに、周辺地域の宿泊施

設の受付を兼用することも可能である。 

100～ 

200 
- 

20 分圏

内の宿

泊施設

（空家

改修を

含む）

の受付

が可能 

駐車場 

・道路利用者が休憩するための十分な規模の駐車

場を整備する。 

・地域振興施設利用者の入り込み客数から必要な

台数を算出して整備する。 

・よろずや、特産品販売施設及び飲食施設等の運

営用のスペースも確保する。 

- 

10,000

～

20,000 

車路・

歩道及

び駐輪

場を含

む 

災
害
時
の
安

全
性
の
確
保 

備蓄倉庫 

・災害時の一時避難機能を確保するため、飲料

水、食料及び毛布等の備品を備蓄する。 

・コミュニティ広場に設置するテント等の備品も

収納する。 

100 -  

多
様
な
楽
し

み
方
の
創
出 

芝生広場 

 

・土岐川の河川空間を活用し、川沿いの自然豊か

な芝生広場を整備するとともに、特産品販売施

設で購入した商品等を飲食できる環境を整備す

る。 

- 
2,000～

3,000 
 

 

表．導入機能一覧表（2/2） 
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導入機能の

基本方針 
導入機能 導入機能の整備イメージ 

規模（㎡）※1 
備考 

屋内 屋外 

釜
戸
地
区
か
ら
賑
わ
い
を
創
り
だ
す 

既
存
資
源
の
活
用 

グランピン

グ施設 

・流れの穏やかな佐々良木川付近の
川沿いにグランピングができるテ
ントや簡易施設を整備。 

・飲食施設等から提供される食材や
料理等を楽しめる高級感のあるア
ウトドアを整備する。 

- 
1,000～

2,000 
 

親水広場 

・計画地内を流れる農業用水路を活
用し、良好な水景空間を創出す
る。 

・水生生物の観察や魚のつかみ取り
等が可能となる水辺空間を整備す
る。 

- 200 

河川管理者

（県）との連

携を検討す

る。 

釜
戸
地
区
の
個
性
の
発
揮 

飲食施設 

（コミュニ

ティ広場） 

・周辺の飲食店との連携し、休祝日
をターゲットとしたテント等の屋
台風の飲食空間に地元チャレンジ
ショップとして様々な飲食ブース
の出店を可能とする空間を整備。 

・床面に給排水及び電源供給できる
設備を整備する。最低限の厨房及
び冷蔵庫は建築物内に整備する。 

50 500 

人気店となっ

た場合は建築

物を設置し出

店する。 

特産品販売

施設 

・地元の特産品としてクラフトビー
ルやジェラート等を販売できる特
産品販売スペースを整備する。 

・市内の農産物を施設内で飲食でき
るよう、直売所等との連携を行
う。 

100 - 

人気店となっ

た場合は建築

物を設置し出

店する。 

釜
戸
地
区
住
民
と
来
訪
者
の

交
流
促
進 

イベント広

場 

・休祝日をターゲットとし、地元を
アピールするとともに、リピータ
ーを確保する様々なイベントを開
催する。 

・イベントは、地元主体でプログラ
ム化し、夏祭り、音楽フェス、ま
ちあるき、旬の食材祭、等を継続
的に開催する。 

・イベント器材等を収納する倉庫を
整備する。 

50 800 

導入時には、

地元組織への

何らかの助成

を検討する。 

そ
の
他 

緑
地
等 

 
・良好な景観を形成するための緑

地、遊歩道、河川管理用道路及び
エントランス広場等を整備する。 

- 
3,000～

5,000 

河川管理者

（県）との連

携を検討す

る。 

合
計 

   750～

1,000 

17,500～

31,500 
 

※1.規模は現時点での想定であり、関係機関とのレイアウト協議や運営収支検討等を踏まえ、今

後、見直しが必要である。 

 

4.3 施設配置計画 
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1) 施設配置の考え方 

(1) 施設の配置イメージ 

敷地造成は計画地周辺の景観を生かした、河川敷と敷地との一体的な景観形成をめざし、

出来る限り地形を生かす計画とします。 

施設配置は高台となっている敷地南側に施設を整備する、又は建物の構造を工夫すること

により、水害時の安全性に配慮した計画とします。 

ただし、今後の詳細検討により、景観や水害時の安全性だけでなく、交通安全性、施設の

利便性等についても考慮し、適切な施設配置について検討します。 

 
図表 1 断面イメージ 

 

 

(2) 広場の整備イメージ 

土地の魅力を引き出し、水に親しみやすい広場（親水広場）とするため、河川敷と敷地と

が分断されることなく、なだらかにつながる広場の整備をめざします。ただし、河川管理上

の課題もあるため、今後の協議状況に応じて良好な景観と安全性の両立をめざします。 

また、浸水頻度を下げるため、河川改修の実施について詳細な検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2 広場の整備イメージ 

  

 公園区域は冠水する可能性の
ある区域とする。 

 建物区域は河川計画上、浸水
しない区域とする。 
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2) 動線計画 

 

3) 施設配置案 
 

 

4) 完成イメージ 
 

資料-３ 施設配置計画の内容を記載 
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5 道の駅の整備・運営方針の検討 

 

資料-２ 道の駅の整備・運営方針の検討 の内容を記載 
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5.1 道の駅開駅に向けたロードマップ（案） 

道の駅整備と並行して、住民が主体となった道の駅運営組織設立に向けたロードマップを検討しました。 

 
図表 3 道の駅開駅に向けたロードマップ（案）  

 2．運営体制

特に道の駅に関する取組
(道の駅WG等、将来的な運営組織)

※国道１９号瑞浪恵那道路開通については、瑞浪市として要望している時期を示したものです。

 1．施設の整備

S T E P 3：施設整備、運営試行、開業準備

2026年度 2027年度

造成関連

事業内容

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

S T E P 1：方針検討、用地決定 S T E P 2：造成設計・工事、運営試行

道の駅の運営に係る市の役割

地域参画
の検討

用地買収

用地測量

農地転用

地質調査

造成設計

造成工事

検討委員会

かまどベース
※まちづくり推進協議会をはじめとする有志により、道の

駅を含めた新たな釜戸の価値創造について考える組織。

各コンテンツの実践PT
※道の駅等の運営に携わりたい有志を中心に、様々な試
行イベント等を実施してコンテンツの検証をする。任意の

集まり。

建築関連

用地関連

官民連携

可能性調査

PFIアドバイザリー

釜戸のまちづくりの視点から、まちづくりビジョンの検討、エリアマネジメントへの展開、取組実践支援、企画等の評価・見直し

基本構想

測量・ 境界確定

交渉 買収

区域除外
農地転用

仮造成

・ブランディングノウハウ

・経営ノウハウ等の習得

基本計画 設計 建設

協議会等の意

向反映

地元WGとの連携（釜戸地区のまちづくりにおける道の駅の取組みの方向性について確認）

道
の
駅
の
供
用
開
始（
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
・
国
道
１
９
号
瑞
浪
恵
那
道
路
開
通
※）

準備

・道の駅コンテンツへの参加者募集、試行支援

・イベント等の開催（社会実験等）

・試行企画等の評価・見直し
・運営会社設立に向けた検討

協議会の設置

法人化の検討・計画地におけるコンテナによる常設運営支援

・イベント等の定期的開催

・企画等の評価・見直し

・既存空き店舗等における道の駅コンテンツの運営

（市内外を問わず「この指とまれ」で実践）

・道の駅計画地におけるコンテナによる常設運営

試したいことを試したい人たち（町内外の

人）が実際にやってみる。試した結果を

検証し、次回につなげる。

試した結果を反映し、実際に継続

的（常設）に運営できる仕組み・コ

ンテンツを考えて運営組織（任意

組織）として活動する。

必要に応じて運営組織を法人化する。形態に

ついては、事業継続の能力やサービスの提供

能力が求められるため、メンバーも含め慎重に

検討する必要がある。

どのようなまちにしたいかの視点から、道

の駅にどのような施設、店、商品、サー

ビス、イベントがあったら楽しいか、便利

か、人が集まるかを考え、実践する。

・起業勉強会の開催支援 ・地域主体の運営に向けた試行支援 ・段階的整備に合わせた施設運営支援 ・法人化の検討支援

連携 連携 連携 連携

Step3：本格稼働に向けた一歩を踏み出そう！

＜段階的整備に合わせた施設運営＞

道の駅管理運営組織（法人）

へ入りたいテナント

準備

Step1:知ろう、学ぼう、考えよう！

＜起業勉強会の開催＞ Step2：できることからやってみよう！

＜地域主体の運営に向けた試行＞
道の駅管理運営組織（法人）

へ入りたいメンバー（住民）

道の駅登録申請

かまどベース等

の意向反映

かまどベース等

の意向反映

要求水準検討

事業者選定

事業手法検討

市場調査

PFI事業での実施の場合、

設計・建設（運営）まで一

体で実施
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6 瑞浪市道の駅検討委員会について 
 

■瑞浪市道の駅検討委員会委員 

 

■瑞浪市道の駅検討委員会開催概要  


